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					このサイトでは、アメリカに大学留学する方たちの間でよくある疑問について、解決方法を具体的にお伝えしていきます。
また、気になる学費に関することも紹介していきます。
どのくらいの貯金が必要になるのか知りたい方にとって必見の内容です。
さらに海外留学時の保険に関することも分かりやすく解説していきます。
海外保険へ加入するべきかで悩んでいる方は参考にしてみてください。
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					アメリカに行って学びたい！アメリカに大学留学する時によくある疑問を解決

					アメリカの大学留学する際に、よくある疑問は学費に関することです。
アメリカは日本よりも物価が高いため、大学留学も高額になりがちです。
数年間留学する予定の場合には、十分な貯金が必要となります。
貯金では足りない場合には、奨学金などを検討してみるとよいでしょう。
アメリカには日本の健康保険証が利用できません。
現地で医療機関を受診する際には高額な費用が掛かることがあります。
万一の病気や怪我のリスクに備えて、海外保険に入っておいた方が安心です。


					

					アメリカに大学留学する前に準備するべきもの

					大学留学のためにアメリカに渡航する前に準備するべきものとして、まず挙げられるのはパスポート(旅券)です。
単に用意するだけでなく、有効期間に大学留学期間がすべて含まれていることも確認しておきましょう。
含まれない期間がある場合は、新しいパスポートの取得が必要になります。
アメリカの大学留学においては、海外留学保険証も必須です。
日本とは医療制度がまったく異なる米国では、医療費が非常に高額で、保険に加入していなければ発生する負担をカバーしきれません。
出発前に日本で海外留学保険に加入しておけば、日本語が話せるスタッフによるサポートが受けられるので安心です。
また、クレジットカードも予めつくっておきましょう。
米国では、モノやサービスの支払いは現金以外の手段が主流となっています。
予め国際ブランドのクレジットカードをつくっておくことで対応可能となるだけでなく、現金が盗まれたときやキャッシュレス決済サービスを利用したいときにも対応できます。
この他に準備しておくと良いものには通信機器と充電器、延長ケーブル、電子辞書などがあります。
持病がある人は、出発前に常備薬を買い込んでおくと良いでしょう。


					

					アメリカ大学留学で気になる治安は？

					アメリカは日本と比べて犯罪件数が多く、ホームレスや薬物中毒者による犯罪リスクにも注意しなければなりません。
銃の所有が認められていることも、日本と同じように過ごしてはいけない理由でしょう。
大学留学を安全で有意義なものにするためには、自分の身は自分で守るという意識が大切です。
比較的治安が良いとされているのは、ニューヨーク州やマサチューセッツ州、オハイオ州で、これらの地域には大学留学生も多くいます。
反対に犯罪件数が多く失業率や貧困の問題が申告となっているのが、ミシガン州のデトロイトやテネシー州のメンフィスなどです。
これらの地域に安易に立ち寄るのはおすすめできません。
例え治安が良いとされる地域であっても、夜遅くは出歩かないようにしましょう。
特に暗い路地裏などはホームレスの寝床になっていることが多く、人目につかないので犯罪に巻き込まれやすいです。
飲食店でトイレに立つ時は、携帯電話などの貴重品を全て身に付けることで窃盗を防げます。


					

					大学留学に行く前にアメリカの学生ビザを取得する必要がある

					アメリカ大学留学のためには、学生ビザの取得が必須です。
アメリカ政府が発行している学生ビザには「F-1」と「M-1」の2つのカテゴリーがありますが、大学留学のために必要なのはF-1ビザの方なので間違えないようにしましょう。
F-1ビザ取得の手続きは、パスポート(旅券)を手に入れるところから始まります。
日本政府が発行する一般向けの旅券は有効期間が5年間のものと10年間のものがあるので、自身の計画にあうものを選びましょう。
パスポートを手に入れたら、留学を予定している大学に入学申請を行って証明書を取得し、口座を開設している金融機関から英文の残高証明書を取り寄せます。
証明書をはじめとした必要書類が揃ったら、オンラインビザ申請書に必要事項を入力して送信し、その後SEVISとよばれる留学生の管理システムの利用料金を支払います。
払い込まれたことが確認されたら、オンライン予約システムを利用してビザ申請料を支払い、米国大使館もしくは領事館での面接日時を予約します。
審査でビザの発給が許可された場合は、自宅に入国許可証などが入った書類が届きます。
当然、届いた書類は入国手続きで必要になるので、留学に出発するときには忘れないようにしましょう。


					

					アメリカに大学留学する際の申し込み方法は？

					アメリカに大学留学を検討している場合は、どのような申し込み方法があるのか？有名大学に大学留学したいと希望を持って勉強している人も多いのかもしれません。
ハーバードやコロンビア大学など有名人も多く出身となっている学校は多くあり、日本と違って大学入試などはないのです。
その代わり入ってからが難しく、社会のリーダーを育成するといった目的があるといいます。
特性や才能がある若者を集めて、異なる意見を戦わせて成長させようという意図があるのです。
そのために入学審査を行う部門では学力よりも個性を重視し、多様性が生きたお国柄といえるでしょう。
例えばガイダンスカウンセラーの先生と秋の大学訪問スケジュールを確認した後は、大学リストを作成し地域のボランティアに参加するようなことが主な大学に向けた準備だそうです。
日本人ならば12月までには書類を揃えて、5月までに予約金を支払い、9月から入学といった流れとなっていきます。






					アメリカに大学留学する時に持っていくべきアイテム

					これからアメリカに大学留学をする計画を立てているけれど、実際に現地にはどんなものを持っていくべきかわからないと悩んでいる方は多いです。何かあった場合に対応できるように、必要以上の持ち物になってしまうケースも多いので、留学時にあると便利な持っていくべきアイテムをチェックしていきましょう。
まず必要不可欠なのがパスポートやビザ、入学許可証I-20、英文成績証明書・卒業証明書などの重要書類と、航空券や現金などの貴重品、生活で欠かせないクレジットカードやデビットカードに加えて、海外留学保険証や国際運転免許証といった書類も忘れないようにしましょう。
大学留学において必要となる日用品は、敏感肌などデリケートな肌質の方は特に自分にあっているシャンプーやボディソープを日本で購入して持っていったほうが、あちらで割高で購入するよりもコストパフォーマンスが優れています。化粧品や基礎化粧品も同様に、いつもの使い慣れたコスメやスキンケア化粧品や医薬品類や外用薬なども持っていき、不足したらあちらで自分に合うものを探すようにします。
普段着はTシャツやパンツ、スカートやトレーナーなど1週間分を目安に持っていき、冬場でも安心して過ごせるように小さく収納できるダウンジャケットといった防寒具があると安心です。学校のイベントや面接で必要となる可能性もあるので、スーツやドレスといったフォーマルな衣装も一緒に持っていきましょう。





					アメリカに大学留学した後はそのままアメリカで就職できる？

					アメリカに大学留学した後はそのまま現地で就職できるかと言えば、必ずしもそうとは限りませんので注意が必要です。これはもちろん語学力の問題もあるかもしれません。
大学留学するくらいですから一定以上の力はある人と思われますが、学問に必要なレベルと、仕事に必要なものとは当然ながら差があると考えるべきで、会社に応募しても採用されない可能性もあるわけです。しかしもっと基本的で重要なことはビザです。観光旅行などを中心に海外に行っている人はあまり意識していないかもしれませんが、外国に行くにはパスポートの他にビザが必要であって、留学用と就業用とでは別物となります。言ってしまえば、現地の人の仕事を外国人が奪っているというようなことになれば国としても放置はできないわけで、誰にでも無制限に就労ビザが発行されるわけではありません。それなりの基準があって、普通は留学よりもハードルが高いですから留意しておくようにしましょう。





					アメリカに大学留学する際はどのくらいのお金が必要？

					アメリカへの大学留学を計画する際に多くの人が疑問に思っているのがお金の問題です。行きたい大学があっても費用が高くていけないというケースもありますが、基本的に米国への大学留学は学費が高いものになるというのが通説となっています。一般的に外国人留学生が州立大学に入学すると1年間の学費は約27500ドル程度となります。私立大学では約38000ドル程度必要になってきます。これは円安が進んでいる昨今では約400万円から600万円ほどのお金が最低限でも必要ということになるでしょう。アメリカの大学は日本とは違い、目標をもって本当に行きたい人が所定の資格などを取得するために行くところであるため、基本的に学費は高くなります。その分充実した教育を受けることができるというメリットがあります。他にも大学留学では寮費や食費がかかり、寮費ではおよそ年間200万円ほどかかるでしょう。そのため相当な資金を事前に用意しておく必要があります。





					アメリカに大学留学する前に奨学金制度を調べよう

					最近、海外留学を希望する人が増えています。海外に行く事で語学力がアップし、希望通りの就職が出来る可能性が高くなります。新型コロナウイルスの影響で、費用を貯める事が出来なかった人も多いでしょう。
実はアメリカの大学留学は奨学金制度を利用すれば、お金がなくてもアメリカ留学が出来ます。留学するには学費や生活費がかかります。しかし奨学金制度を利用すれば、大学の授業料や滞在費が免除され返済の必要もありません。だからお金がなくても、海外の大学留学に利用出来る奨学金の制度を調べてみましょう。
インターネットで検索すれば、プロのカウンセラーに無料で相談できるサイトを見つける事が出来ます。留学を考えているなら、申請時期や支給期間、支給額などの基礎的な部分を慎重に調べる事が大切です。海外の大学の奨学金だけじゃなく日本国内にも、返済不要の奨学金を利用出来る制度があります。公的機関の奨学金もあるので、留学費用がないからと諦めずに、慎重に調べる事が重要です。





					アメリカに大学留学する時は家族を連れて行けない？

					アメリカ留学を検討されている方の中には、家族を同伴できないかと検討されている方もいるかもしれません。中には一人では寂しいので、両親や兄弟と現地で一緒に暮らしたいと思う方もいるのではないでしょうか。大学留学は、単身での渡航が基本となります。そのため、多くの留学エージェントでも、一人での渡航を想定して対応しているのが現状です。大学留学の際に家族を同伴させるのは、基本的には難しいと考えた方がよいでしょう。
ただし、現地での住居や仕事などを自分たちで確保できるのであれば、特に問題はありません。留学期間に合わせてみんなで一緒に暮らして、留学が終了したら帰国するという方法もあります。近くに身内がいることによって安心感が得られるのがメリットです。その反面、身内に甘えてしまったり、現地の人たちとのコミュニケーションの機会が減ってしまうことにもなりかねません。まずは、費用のことや滞在先のことなどをよく話し合ってみることをお勧めします。





アメリカでの大学留学をなるべく安く実現する秘訣

アメリカへの大学留学は、多くの学生の夢ですが高額な学費が懸念材料となります。しかし、安く大学留学を実現する方法も存在します。


まず第一に、奨学金を探しましょう。米国の多くの大学は国際学生向けに奨学金を提供しています。
優れた成績や特定のスキルを持つ学生には、授業料の軽減や生活費の補助が得られるかもしれません。


また、州立大学を選ぶこともコスト削減の一環です。各州の居住条件を満たす場合、州立大学の授業料が私立大学よりも格段に安くなることがあります。


さらに、授業料を節約するために最初はコミュニティカレッジに通うという選択肢も考えてみましょう。
コミュニティカレッジで基礎科目を修了しその後4年制大学に編入することで、授業料を大幅に削減できます。


そして、生活費を抑える方法も大切です。共同住居やルームメイトとのシェア住居を選び、予算を節約しましょう。
また、奨学金の応募締切や申請手続きを逃さないようにし、財政面でのサポートを受けることも大切です。


アメリカでの大学留学は、十分に計画を立てることで低コストに実現できる夢の一歩です。
奨学金・州立大学・コミュニティカレッジ、そして賢い予算管理を通じて夢の留学生活を実現しましょう。






交換留学を利用すれば効率的にアメリカへの大学留学を実現できる

交換留学を利用すれば、効率的にアメリカに行くことができるようになります。一般的に、交換留学というのは学生を相互に交換することによってスムーズに留学するために提供されている制度のことです。
実際に、アメリカの大学では1年間程度留学ができるように考えられていますので、非常に効率的です。もちろん、大学留学を行う時にはそれだけの条件が必要になります。
日本の大学に在籍していることや英語力があることはもちろん、それに関連するプログラムに応募するなどといった条件が存在します。
当然ですが、英語圏に行くことになりますので語学力をきちんと高めておかなくてはいけません。
学校から準備されている制度に違いありませんので、実際に大学留学を行う場合には相談に必要な手続きや準備で明確なアドバイスをしてくれます。
それでも不安がある場合は、専門のサポートを利用することによって海外で生活をするための拠点や居住を見つけてくれるのでその点は安心感があります。






アメリカ大学留学では目的に合わせて学校を選べる

アメリカ大学留学の目的は、人によって異なります。ネイティブの英語を自分の耳で聞いて英語力を身につけたい、海外で学び将来的に世界で活躍する人材になりたいなど、さまざまな目標を持って大学留学に挑戦することになるでしょう。
アメリカには多くの大学があり、それぞれの方針や施設を利用して学ぶことができるようになっています。
大学留学で訪れる場合も、目的に合わせて最適な大学を選択できるなどのメリットがあります。
また、留学では現地の人と触れ合い、その暮らしの中に自分の身を置くことができるのもポイントです。
大学留学が終わった後にどのような進路に進むとしても、身につけた英会話や現地での体験はかけがえのない財産になるはずです。
世界各国から多くの留学生が集まり、夢を叶えるために勉強をしています。
目標に向けてただ勉強をするだけではなく、そのほかのアクティビティや現地の人との会話、友達作りなどを楽しみながら自分の人生を豊かにすることができるようになっています。






大学留学におすすめなアメリカのリベラルアーツ

アメリカの大学留学に挑戦するなら、リベラルアーツ・カレッジも人気です。リベラルアーツ・カレッジは4年制大学で、小規模なものを示しています。
学生は寮を利用するのも特徴で、少人数でアットホームなクラスで学ぶことができます。
落ち着いた雰囲気の中で大学留学をしたい人にとって、まさに最適な環境と言えるでしょう。
寮を採用している理由の一つに、多くの学校は都市部から離れた自然豊かな環境にキャンパスをおいていることも挙げられます。
大学留学では開放感もあり、ついつい遊びを優先してしまいがちです。現地で友達ができて楽しくなってくると、誘惑を断りきれないこともあるでしょう。
思わず勉強をそっちのけで遊びに走ってしまい、あまり学べずに帰国する人も多いのが現状です。
しかし、誘惑の少ない環境に自分を置くことで、学びに集中することができます。この形式の大学では教育に力を力を入れており、教養を身につけて未来を切り開くことができるようになっています。






アメリカの大学留学では留学ローンも利用できる

アメリカに大学留学を検討しているものの資金が足りないといった場合には、留学ローンの利用も大切な選択肢の一つになります。
留学ローンとは国や銀行からお金を借りて大学留学の資金を賄うもので、融資として扱われています。
公共機関が提供しているものの他に民間企業のサービスもあり、目的や借りたい金額に合わせて利用することができるでしょう。
奨学金とは異なりあくまでも貸付になるため、返済は必須になっています。
また、大学留学を目的としているものは、留学生本人ではなく保護者が借りて保護者が返済を行うこともできます。申し込みの期間が指定されておらず、いつでも利用できるのも特徴です。
さまざまな目的に合わせて利用することができるため、計画的かつ上手に使ってアメリカへの大学留学の夢を叶えることもできるようになっています。
もちろん条件も設定されているため、全ての人がすぐに貸付を利用できるわけはない点には注意が必要になっています。
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					大学留学に関する情報サイト

					アメリカに大学留学する時によくある疑問

				

				
					このサイトでは、アメリカに大学留学する方たちの間でよくある疑問について、解決方法を具体的にお伝えしていきます。また、気になる学費に関することも紹介していきます。どのくらいの貯金が必要になるのか知りたい方にとって必見の内容です。さらに海外留学時の保険に関することも分かりやすく解説していきます。海外保険へ加入するべきかで悩んでいる方は参考にしてみてください。

				

				
					管理人：相澤英雄
				

			

			
				
					
						
							
						
					
					
						
							
						
					
					
						
							
						
					
					
						
							
						
					
					
						
							
						
					
				

			

			
				Search

				
					
					
					
					
						
						
							
								
							
						
					

				

			

			
				Contents

					
						アメリカに行って学びたい！アメリカに大学留学する時によくある疑問を解決
					
	
						アメリカに大学留学する場合貯金はいくら必要？
					
	
						アメリカに大学留学する際は海外保険が必須なのか？
					


			

			
				更新情報

						アメリカでの大学留学をなるべく安く実現する秘訣

2023.11.1
	交換留学を利用すれば効率的にアメリカへの大学留学を実現できる

2023.11.1
	アメリカ大学留学では目的に合わせて学校を選べる

2023.11.1
	大学留学におすすめなアメリカのリベラルアーツ

2023.11.1
	アメリカの大学留学では留学ローンも利用できる

2023.11.1
	アメリカに大学留学する時に持っていくべきアイテム
2023.02.03
	アメリカに大学留学した後はそのままアメリカで就職できる？
2023.02.03
	アメリカに大学留学する際はどのくらいのお金が必要？
2023.02.03
	アメリカに大学留学する前に奨学金制度を調べよう
2023.02.03
	アメリカに大学留学する時は家族を連れて行けない？
2023.02.03
	アメリカに大学留学する前に準備するべきもの
2023.01.05
	アメリカ大学留学で気になる治安は？
2023.01.05
	大学留学に行く前にアメリカの学生ビザを取得する必要がある
2023.01.05
	アメリカに大学留学する際の申し込み方法は？
2023.01.05


			

		

	





	© 2024 アメリカに大学留学する時によくある疑問

	
		
			
				
			
		
	








